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１．研究計画の概要 
 東南アジア大陸部の５地点（タイ北部、東
北部、中部、ベトナム北西部、ラオス北部）
を対象として、「栽培環境持続性の評価」と、
「環境負荷の評価」とに関する解析を行う。 
(1) 「栽培環境持続性の評価」 
リモートセンシングデータを用いた調査
地域の土地被覆動態解析による土地利用全
体像の把握、聞き取り調査と圃場観察による
営農動態の解析、気象・土壌データの解析に
よる地域気象・土壌特性動態の解明を行う。 
(2) 「環境負荷の評価」 
調査地点での実測による農業生態系の物
質循環の解析、連続モニタリングによる河川
水の無機養分動態の解明、河川水及び農地の
残留農薬動態の解析を行う。以上を総合して、
集約化による環境劣化の実態を明らかにし、
修復策を提示する。 
 
２．研究の進捗状況 
 (1) 「栽培環境持続性の評価」 
 タイ北部の調査地では、空中写真の解析に
より、20世紀半ば以降の土地利用・営農体系
の変動を明らかにし、聞き取り調査と合わせ、
焼畑の常畑化の進行とそれに伴う集約化の
過程、即ち自給作物から商品作物への転換、
それに伴う化学肥料や除草剤多用の開始を
解明した。タイ中部では、作付体系地図を作
成し作付体系に及ぼす種々の要因の影響を
解析した。その結果、作付作物の変動がバイ
オエネルギー原料としての有用性や、穀物市
場の高騰などによる、畑作物需要の増加によ
りもたらされたことを明らかにした。タイ東

北部では、農家圃場調査によりサトウキビの
生産力動態を解析し、多量の化学肥料が施与
されているにもかかわらず、必ずしも収量に
反映されていないことを明らかにした。さら
に、キャッサバの持続的施肥技術の確立を目
指し、圃場試験により、カリウム施肥技術が
重要であることを明らかにした。また、ラオ
ス北部及びベトナム北西部では、現地調査と
衛星画像の解析により斜面農業の変貌を調
査し、焼畑の集約化・常畑化が進行している
ことを明らかにした。 
(2) 「環境負荷の評価」 
 北部タイでは、連続モニタリングを行った
結果、現在の所、急速に化学肥料の使用料が
増加しているにもかかわらず、調査地域内を
流れる河川水には、顕著な無機塩類による汚
染は認められなかった。中部タイでは、野菜
栽培農家及びその周辺の残留農薬の調査を
行った結果、停滞水以外では、顕著な農薬残
留を認めなかった。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 (1)「栽培環境持続性の評価」では、ベトナ
ムを除く全調査地点で、予定通りに、あるい
は当初の計画以上に進行しているが、ベトナ
ムでの調査がやや遅れている。(2)「環境負荷
の評価」では、予算の関係で、調査地点を絞
らざるをえなかったが、おおむね予定通りに
進行している。以上のことより、総合的には
おおむね順調に進展していると判断した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
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(1) 「栽培環境持続性の評価」 
 最終的な解析と GIS を用いた結果の地図
化を行い、地域の営農体系や生産力の視覚化
を目指す。やや遅れているベトナムでは、デ
ータの収集を急ぐとともに、最終的な解析を
行う。 
(2) 「環境負荷の評価」 
 連続モニタリングを継続し、長期的な変動
について、(1)の結果と合わせて、最終的な
解析を行い、環境修復の具体策を検討する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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